
メトグルコ®錠をのんでいる間は
次のことにご注意ください。

メトグルコ®錠を服用されている方へ
─乳酸アシドーシスの発現を避けるための注意─

お酒を飲みすぎないでください。

脱水を予防するため、
適度に水分をとるよう心がけてください。

下痢、嘔吐（おうと） 食欲がなく
食事がとれない

熱がある

次の状態(シックデイ)のときには、脱水を起こすことが
ありますので、メトグルコをのむのをいったんやめて、
医師または薬剤師に相談してください。

まれに乳酸アシドーシスという治療が必要な副作用がおこることがあります。
吐き気、嘔吐、腹痛、下痢、体がだるい、筋肉痛、呼吸が苦しいなどの
症状が、ひどいときまたは続くときは、すぐに受診してください。

〈連絡先等〉

脱水状態でメトグルコ服用を継続し、重篤な乳酸アシドーシスが発現した事例が報告されています。
脱水状態では乳酸が蓄積しやすくなりますので、乳酸アシドーシスの発現、重症化を予防するために、
患者さんやご家族の方へ下記の点についてご説明ください。

利尿作用のある薬剤（利尿剤、SGLT2阻害剤等）との併用時には、特に脱水にご注意ください。
なお、脱水症状があらわれた場合には投与を中止し、適切な処置を行ってください。

－ メトグルコ 錠 適正使用のお願い －

メトグルコ服用中は脱水に注意するようご説明ください

医療関係者の皆様

適度に水分をとるよう心がけてください。
発熱、下痢、嘔吐、食事摂取不良のときには脱水を起こすことが
　ありますので、メトグルコをのむのをいったんやめて、医師または
　薬剤師に相談してください。
飲酒によっても脱水を引き起こすことがありますので、
　お酒を飲みすぎないでください。

患者さん向け資材（資材番号：MET P-32911）
「メトグルコ服用中の注意点」（A5版）

乳酸アシドーシスの発現を避けるための注意点を
記載した患者さん向け資材をご用意しております
ので、ご活用ください。

【その他資材】

患者さん向け資材（資材番号：MET P-34745）

　「メトグルコを服用される方へ」（B5版）

→製剤の写真を掲載しています。

医療関係者向け資材（資材番号：MET P-38900）
　「投与時チェックシート」

〔2024年8月改訂〕 MET P-13819v08

資材につきましては、弊社担当MR又はくすり情報センターまで

お問い合わせください。弊社医療関係者向けサイト（アドレス：

https://sumitomo-pharma.jp）からご請求いただくこともでき

ます。

添付文書閲覧アプリ「添文ナビ」でGS1バーコードを読み
取ると、最新の電子化された添付文書等を閲覧できます。




